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観測ロケット実験 Focusing Optics X-ray Solar Imager の 4回目の飛翔となる FOXSI-4は、太陽フレアにおい
て磁気再結合が引き起こす磁気エネルギーの解放とその変換機構を追求することを目的の一つとし、2024年春に
打ち上げ予定である。世界初の太陽フレアX線に対する集光撮像分光観測を行い、高温プラズマと非熱的プラズ
マの物理情報を有するX線帯域を太陽フレアシステム全体にわたり空間・時間・エネルギー分解して観測する。
0.5-10 keV程度の軟X線観測では、完全空乏化したシリコン厚 25 µ mの裏面照射型CMOSセンサを用いて、

およそ 250 fpsの高速連続露光により非分散型の X線光子計測を行う。使用する CMOSセンサの X線光子計測
能力を評価するため、放射光施設 UVSORや SPring-8でセンサに単色の軟 X線を照射し、応答関数や量子効率
を評価している。2022年秋季年会では、UVSORで行った 0.5-4.5 keVでの光子計測能力結果を報告した。その
後 SPring-8で、4.5-12 keVのエネルギー帯域を評価したため、その結果を報告する。
また、本センサの制御や約 300 MB/秒のデータ収集のために、CPUを内蔵した FPGAを用いたカメラを開発

中である。同時に、飛翔中のカメラ制御やクイックルックデータのリアルタイム確認のため、宇宙機データ通信
I/F規格である SpaceWireを用いたコマンド入力やテレメトリ出力を可能とするソフトフェアを開発している。
これら軟X線カメラの開発状況も合わせて紹介する。


